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Outline: Today, more researches show the importance of people visiting a city having an attractive image of the city. The purpose of 

this study is to clarify what elements such image is composed of and how it changes depending on the frequency of city visits. 

 

１．研究背景および目的 

 需要が減少し，より付加価値の高いものが求められ

かで，都市のイメージ形成は，都市戦略上の一つの主

題と位置付けられる．かつては「シティ・アイデンテ

ィティ（CI）」といわれ、近年ではさらに先鋭化し「都

市ブランド」とも称せられるが，その形成方策はいま

だ確立されておらず，いくつかの市町村で模索がつづ

く．その方策を明らかにするため，本研究では「通り」

を取り上げ，そのイメージがどのようの要素から形成

され，来訪頻度によりどのように変化していくかを浮

き彫りにしようとするものである． 

 

２．研究方法 

２－１．文献調査 

既往研究では，有馬らの研究では，商店街における

空間特性と歩行者の行動を誘発する要素に着目し，そ

れらがもたらすアクティビティとの関連を明らかにし

ている．[1]また，堀之内の研究では，嗅覚が人の感情

と最も密接な関係があることから、「かおり」と「まち

づくり」を関連付け，「まちづくり」に「かおり」を活

かすことの可否および選定事業の選定後の動きを明ら

かにしている．[2]一方で，通りのイメージについて，

それを構成する要素，来訪頻度によりイメージがどの

ように変化するのかは明らかになっておらず，本研究

はこれらを明らかにすることで独自性があると考える． 

２－２．アンケート調査 

調査対象地区は東京都台東区谷中 3 丁目の谷中銀座

商店街．20 代～70 代の男女 63 名にアンケート調査を

行ない回答を得た．この結果から，通りのイメージ形

成に影響する要素をいくつかの系にくくり直し，イメ

ージの割合が高かった項目はその系からどれ程の割合

で成り立っているかを算出した．また，来訪頻度によ

りイメージの比重が変化するか調べた． 

 

Figure1. Questionnaire items 

 

３．結果 

３－１．通りのイメージ形成に影響する要素 

 アンケートの Q2 の要素を①視覚系、②聴覚系、③

嗅覚系、④地域の営み系（人の営み）、⑤地域の美意識

系（人情、売っているもののこだわり）、⑥地域の伝統・

文化系（歴史や文化）に分類した． 

 

Figure2. Element classification 

そのうえで、アンケートの Q１においてイメージの

割合が高い「レトロ」「懐かしい」「庶民的」「食べ物」

「活気がある」を構成する系は Figure4のようになった． 

 

Figure3. Image of Yanakaginza Shopping Street 
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Figure4. Image composition ratio 

この結果からイメージを形成する要素として「視覚系」

は大きな割合を占めることが分かった．その他では「地

域の伝統・文化系」「地域の美意識系」もイメージ形成

には大きく関わることが明らかになった．一方で「地

域の営み系」はイメージ形成にあまり関わらないとい

う結果も見られた． 

３－２．来訪頻度によるイメージの変化 

 アンケートの Q2の結果から「視覚系」「嗅覚系」の

要素は来訪回数が少ない方が選択されやすい傾向にあ

った．一方で「地域の営み系」「地域の美意識系」「地

域の伝統・文化系」の要素は来訪回数が多い方が選択

されやすい傾向にあった． 

 

Figure5. Reasons for having an image 

 

４．考察 

調査の結果から，「視覚系」「地域の伝統・文化系」「地

域の美意識系」の要素がイメージを形成する要素とし

て大きく関わっていることがわかったが，多く訪れる

ほど「地域の伝統・文化系」「地域の美意識系」へ意識

が移り「視覚系」や「嗅覚系」といった表面的な印象

は薄れていくことも同時に明らかとなった． 

これらのことから，来訪するにつれ表面的な要素を意

識するのではなく， その地域のライフスタイルへと意

識が収束していくことが推測でき，今後の研究におい

ては他の通りについても調査し明らかにしていきたい． 
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Figure6. Study area 
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